
ア グ リ ポ イ ン トワ ー ク

播は

種し
ゅ

時
の
ポ
イ
ン
ト

①
『
宇
部
粒
状
培
土
』
の
使
用

②
播
種
前
に
た
っ
ぷ
り
か
ん
水

③
適
正
な
播
種
量
を
守
る

※
１
箱
当
た
り
の
播
種
量
は
水
稲
栽
培
暦
を
確
認

④
機
械
を
使
い
、
で
き
る
だ
け
均
一
に

⑤
土
は
種
子
が
完
全
に
隠
れ
る
ま
で
か
け
て
、
そ
の
後
の
か

ん
水
は
行
わ
な
い

生
育
ス
テ
ー
ジ
ご
と
の
最
適
管
理
を

１
．
出
芽
時
の
温
度
管
理
に
注
意

　
出
芽
温
度
が
32
℃
を
超
え
る
と
高
温
障
害
や
徒
長
苗
の
原
因

と
な
る
。

①
高
温
に
な
り
そ
う
な
好
天
日
は
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
や
ト

ン
ネ
ル
内
の
温
度
上
昇
を
防
ぐ
た
め
、
早
め
に
換
気
を
す

る
②
低
温
の
と
き
は
、
遮
光
資
材
を
使
わ
ず
、
保
温
用
シ
ー
ト

を
ベ
タ
掛
け
す
る
な
ど
ハ
ウ
ス
や
ト
ン
ネ
ル
内
の
温
度
管

理
に
努
め
る

③
温
度
計
は
育
苗
箱
の
ふ
ち
に
は
置
か
ず
、
必
ず
床
土
の
温

度
を
測
れ
る
場
所
に
設
置
す
る

２
．
適
切
な
水
管
理

①
緑
化
期
（
1.5
葉
期
）
ま
で
は
、
１
日
１
回
午
前
中
９
時
以

降
に
か
ん
水
を
行
う

②
硬
化
期
（
1.5
葉
期
以
降
）
は
、
午
前
１
回
・
午
後
１
回

（
15
時
前
）
行
う

※
夕
方
の
か
ん
水
は
、
温
度
低
下
や
夜
間
の
呼
吸
を
妨
げ
る

の
で
避
け
る

※
曇
り
の
日
や
雨
の
日
は
極
力
か
ん
水
を
控
え
、
床
土
が
過

湿
状
態
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る

開
花
前
の
管
理

・
樹
ご
と
の
花
の
バ
ラ
つ
き
が
目
立
つ
場
合
は
、
表
年
の
樹
、

裏
年
の
樹
を
判
断
し
、
樹
の
状
態
に
あ
っ
た
管
理
を
行
う

・
花
が
多
い
と
思
わ
れ
る
樹
で
は
、
隔
年
結
果
是
正
や
高
品
質

果
栽
培
を
目
的
に
摘
蕾
、
摘
花
を
早
い
時
期
か
ら
行
う

葉
面
散
布

・
花
の
充
実
の
た
め
に
、
花
芽
が
見
え
る
頃
か
ら
開
花
ま
で
に

葉
面
散
布
を
行
う

・
尿
素
５
０
０
倍
（
５
～
７
日
置
き
に
３
回
程
度
）

病
害
虫
防
除

・
発
芽
時
期
は
地
区
や
樹
勢
な
ど
で
変
わ
る
た
め
、
園
地
を
よ

く
観
察
し
新
梢
が
１
㎝
程
度
に
伸
長
す
る
頃
を
目
安
に
防
除

を
行
う

・
発
病
し
て
い
る
枝
葉
は
剪
除
し
、
園
外
に
持
ち
出
す

カ
イ
ガ
ラ
ム
シ

・
マ
シ
ン
油
乳
剤
（
97
％
）　
　
１
０
０
倍

・
ア
プ
ロ
ー
ド
フ
ロ
ア
ブ
ル

１
０
０
０
倍
（
14
日

－

３
回
）

そ
う
か
病

・
デ
ラ
ン
フ
ロ
ア
ブ
ル

１
０
０
０
倍
（
30
日

－

３
回
）

苗
木
の
管
理

・
３
月
に
定
植
し
た
苗
木
は
初
期
生
育
が
重
要

・
成
木
と
比
較
し
て
土
壌
の
乾
燥
に
弱
い
の
で
、
晴
天
が
続
く

場
合
は
か
ん
水
を
行
う

・
敷
き
わ
ら
の
活
用
で
雑
草
を
抑
制

・
発
芽
後
は
観
察
と
防
除
の
徹
底

発
芽
期
の
管
理

果
樹
林
産
セ
ン
タ
ー
　
小
栁

果
樹
林
産
セ
ン
タ
ー
　
小
栁
博
明
博
明

米
づ
く
り
は
苗
半
作
!!

農
業
経
営
支
援
課
　
石
田

農
業
経
営
支
援
課
　
石
田
哲
也
哲
也


